
  愛知県犯罪被害者等支援条例第８条に基づく「支援に関する指針」の 

  取りまとめに係る基本的な考え方について 

  

１ 「支援に関する指針」の取りまとめイメージ 

 ○ 愛知県犯罪被害者等支援条例第８条において、「支援に関する指針」には、以下の事

項を定めることとしている。 

 一 犯罪被害者等支援についての基本的な方針 

 二 犯罪被害者等支援に関する施策 

 三 前二号に掲げるもののほか、犯罪被害者等支援に関する施策を総合的かつ

計画的に推進するために必要な事項 

 ○ 「一 犯罪被害者等支援についての基本的な方針」については、愛知県における犯

罪被害者等支援の「あるべき姿」、あるべき姿の実現における「重点課題」、重点課題

の解決に向けた「施策の柱」などを想定している。 

 ○ 「二 犯罪被害者等支援に関する施策」については、「施策の柱」毎に「施策の体

系」を整理し、体系づけた施策の「基本方針」を示すことを想定している。取りまと

めにおいては、国の第 4 次犯罪被害者等基本計画も参考に、県が行う施策のうち、犯

罪被害者等支援を目的とした制度以外の制度の活用推進も含めて検討していく。 

   なお、個別事業については、毎年度加除がある可能性があるため、別冊（仮）とし

て取りまとめる。 

 ＜参考＞第 4 次犯罪被害者等基本計画より抜粋 

＜前略＞ 

犯罪被害者等が直面している経済的な困難を打開するため、加害者の損害賠償責任の実現に

向けて必要な検討等を行うとともに、犯罪被害者等支援を目的とした制度以外の制度や民間

の取組等の活用推進も含め、犯罪被害者等の損害を回復し、犯罪被害者等を経済的に支援す

るための取組を行わなければならない。 

 ○ 「三 前二号に掲げるもののほか、犯罪被害者等支援に関する施策を総合的かつ計

画的に推進するために必要な事項」としては、策定する指針の改定時期や別冊（仮）

の位置づけなどについて定めることを想定している。 

 

２ 取りまとめの範囲について 

 ○ 愛知県内では、県のみならず国や市町村、民間支援団体等がそれぞれ犯罪被害者等

への支援を行っているが、指針では県が主体となって実施する支援を取りまとめるも

のとする。 

 

 



 

 愛知県犯罪被害者等支援条例第八条に基づく「支援に関する指針」の 

  取りまとめに係る基本的な考え方及びスケジュールについて 

 愛知県犯罪被害者等の支援に関する指針取りまとめの基本的な考え方 
＜愛知県犯罪被害者等支援条例第８条に基づく「支援に関する指針」イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 3 

三 前二号に掲げるもののほか、犯罪被害者等支援に関する施策を総合的か

つ計画的に推進するために必要な事項 

＜あるべき姿（条例の目的）（仮）＞ 

・犯罪被害者等の権利利益の保護、受けた被害の回復又は軽減及び生活の

再建を図る。 

・犯罪被害者等を支え、誰もが安全に安心して暮らすことができる社会の

実現に寄与する。 
＜重点課題（仮）＞ 

＜施策の柱（仮）＞ 

 

・
・
・ 

・
・
・ 

二 犯罪被害者等支援に関する施策 

一 犯罪被害者等支援についての基本的な方針 

＜（仮）＞ 

・○年ごと若しくは必要に応じて見直しを行うこととする 

・個別事業については別に別冊（仮）を作成し、毎年度取組状況を公表する など 

《 別 冊 （ 仮 ） 》 

Ⅰ 被害者への相談体制整備 

＜施策の体系＞ 

＜基本方針＞ 

施策方針２ 

個別事業 1 

個別事業 2 

個別事業 3 

・
・
・ 

施策方針１ 

相談、情報の提供等 

Ⅱ ××× 


